
平成２９年度インターンシップ学生実習生受入実施方針 
  
 県は、県内市町村の参加協力のもと、高等教育コンソーシアム宮崎と連携し、行政イン

ターンシップを次のとおり実施することとする。 
 
第１ 目的 
  県は、県内市町村の参加協力のもと、大学等（大学、短期大学及び高等専門学校をい

う。以下同じ。）に在学する学生に対し、実際に就業体験する機会を提供することにより、

学生の学習意欲の向上を図り、さらには県行政及び市町村行政に対する理解を深めるこ

とを目的として、インターンシップ学生実習生（以下「学生実習生」という。）を受け入

れるものとする。 
 
第２ 対象 
  インターンシップの受入対象者は、原則として高等教育コンソーシアム宮崎を構成す

る大学等に在籍する学生とする。ただし、県外の大学等に進学した本県出身学生につい

て当該大学等を通じて申込みがあった場合において、高等教育コンソーシアム宮崎の実 

習申込数と県における学生実習生の受入可能人数を勘案し、県外の大学等の学生受入れ 

が可能であるときはこの限りでない。 
  また、参加する学生は、原則、事前・事後に実施するオリエンテーションに参加する

こと。 
 
第３ 実施時期 
  県及び参加市町村における学生実習生の受入れは、学生の夏季休業期間（８月～９月） 

に実施するものとする。 
 
第４ 受入期間 
  学生実習生の実習の受入期間は、概ね２週間以内とする。 
 
第５ 実習させる業務内容 
  業務内容は、実習部署の所属長が別に定めるものとする。 
 
第６ 学生実習生の服務、守秘義務等 
  学生実習生の服務、守秘義務等については、大学等との間で県及び参加市町村が締結 

する協定書に明記するとともに、学生実習生から誓約書を提出させるものとする。 
 
第７ 報酬及び事故等への対応 
  学生実習生に対しては、自宅から実習場所までの交通費、報酬その他一切の手当は支 

給しない。また、学生実習生は、実習期間中の万一の事故に備え傷害保険及び損害賠償

保険に加入するものとする。 
なお、実習中の公用車での移動時の事故は、各高等教育機関が加入する保険で対応す

ることとする。 


